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凍結路面を想定した運転
～ 冬道は、焦らず、急がず、出し過ぎず ～

○ 穏やかな発進・二段階減速（早目の減速）を体にクセづけておきましょう

○ 乾燥路面でも、『今、路面が凍結していたら・・・』と考え、車間距離を確保しましょう

○ ブレーキとハンドルを同時に操作せず、しっかり減速した後に、ハンドル操作をしましょう

薄暮の時間の交通事故を防ぐために
ハイヤーやタクシーがヘッドライトの一斉点灯

プロのドライバーが、先駆けて
車両のライトを点灯することで・・・一般ドライバーに早めの点灯を促す狙い

歩行者や自転車を守るだけでなく、ドライバー自身を守る
２０１８／１２／３（月） １９：０９

薄暮の時間帯の事故を防ごうと、高知県内のハイヤーやタクシーがヘッドライトの一斉点灯をする取り組みを

始めました。

この取り組みは日没の時間が早まるこの時期、事故の発生を防ごうと始めました。加盟社のタクシーおよそ１３

００台が先月末から早めにヘッドライトを点灯しています。日没前、プロのドライバーが先駆けて車両のライトを

点灯することで、一般ドライバーに早めの点灯を促す狙いがあります。

薄暮の時間にヘッドライトを点灯することで歩行者や自転車を守るだけでなくドライバー自身を守ることにも

繋がりそうです。

札幌 午前１時 トラックにはねられ
車道を歩いていた男性重体

◇薄暮時間帯・夜間、ヘッドライトは、『遠目（ハイ・ビーム）』が基本・・・早期発見で事故防止◇
２０１８年１２月０４日 ０７時２１分

４日午前１時前、札幌市西区の道道で車道を歩いていた男性がトラックにはねられ、意識不明の重体になって

います。警察は、トラックを運転していた運転手の男性容疑者（５０）をその場で逮捕しました。容疑者は「道路

を歩いてきた男性に直前に気がついたが間に合わなかった」と話しているということです。

平取町荷菜の国道237号 対向車線にはみ出し
正面衝突 女性2人死亡

◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在、はみ出し、正面衝突事故防止◇
２０１８／１２／３（月） １９：３３

３日午後３時ごろ、平取町荷菜の国道２３７号でワンボックスカー同士が正面衝突する事故があり、対向車線には

み出した側の助手席と後部座席にいた女性２人が死亡しました。現場は見通しの良い片側１車線の国道で、当時路

面は乾燥状態だったということです。

札幌清田区 右折しようとしたタンクローリーに
トラック突っ込む 追突のはずみで…信号機なぎ倒す

◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇
２０１８／１２／３（月） １９：２３

３日午前１０時３０分ごろ、札幌市清田区平岡１条５丁目の市道で、右折しようとしたタンクローリーに、後続のト

ラックが突っ込みはずみで対向車線側にある信号機にぶつかりました。両方の運転手にけがはありませんでした

が、折れた信号機の修復作業のため現場は２時間ほど通行止めとなりました。


